
　
㈱
渡

商
事
は
、
昭
和
23
年
創
業

の
ア
ル
ミ
専
門
材
料
商
社
で
す
。
は
じ

め
は
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
直
接
顧
客
へ
販

売
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
60
年
代
頃

よ
り
、「
必
要
な
時
に
必
要
な
量
の
ア

ル
ミ
を
届
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
顧
客

の
声
に
応
え
、
加
工
ビ
ジ
ネ
ス
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
転
機
は
、
平
成
8
年
に
業
界
に
先

駆
け
て
開
発
し
た
「
ゼ
ロ
カ
ッ
ト
」。

精
密
切
断
に
よ
っ
て
切
断
面
の
公
差

を
極
限
ま
で
０
に
近
づ
け
る
加
工
法

で
、「
取
引
先
か
ら
は
加
工
時
間
と
コ

ス
ト
の
削
減
に
つ
な
が
る
と
支
持
さ
れ

て
い
ま
す
」
と
渡

社
長
。
以
来
、
高

精
密
切
断
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、

Q
C
D
を
追
求
し
た
事
業
展
開
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
中
小
企
業
に
と
っ
て
人
材
確
保
が
難

し
い
時
代
で
す
が
、
ア
ジ
ア
で
の
新
た
な

市
場
獲
得
を
視
野
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
や
ベ
ト
ナ
ム
人
を
積
極
雇
用
し
、
育

成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
平
成
27
年

に
は
従
業
員
の
帰
国
に
合
わ
せ
て
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
現
地
法
人
を
設
立
、
本
年

7
月
に
本
格
稼
働
し
ま
す
。
渡

社
長

は
、「
人
口
４
億
人
の
魅
力
的
な
市
場
、

彼
ら
が
日
本
で
の
経
験
を
生
か
し
て
自

国
と
当
社
の
発
展
の
原
動
力
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

アルミニウム精密切断のパイオニア

不撓不屈の研究開発

株式会社渡 商事
代表者／渡  暁
住　所／伏見区横大路下三栖南郷15
TEL／ 075-604-5388
URL／ http://www.zerocut-watanabe.co.jp/
事業内容／アルミ・金属材料（加）（卸）

訪問した２社はともに、顧客の要望に応えるため、たゆまぬ挑戦を続け、
自社の強みを磨いておられる“知恵ビジネスの好事例”でした。次代を
見据えた取り組みが、新しい価値創造の源泉となっており大変頼もしく
感じました。

渡　社長（※写真右）に工場をご案内いただきました

　
ア
ー
ク
レ
イ
㈱
は
、
昭
和
35
年
、

技
術
者
の
土
井
正
氏
が
「
京
都
第
一

科
学
」
と
し
て
創
業
。
血
液
検
査
や

尿
検
査
に
用
い
る
医
療
用
の
分
析
機

器
メ
ー
カ
ー
と
し
て
知
ら
れ
、
創
業

40
年
を
迎
え
た
平
成
12
年
に
「
生
命

の
輝
き
」
を
意
味
す
る
現
社
名
に
。

　
平
成
23
年
に
は
室
町
時
代
、
足
利

家
に
仕
え
た
細
川
氏
の
邸
宅
で
江
戸

時
代
に
庭
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
「
擁

翠
園
」
に
京
都
研
究
所
を
設
立
。「
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
研
究
開
発
に
適
し
た

環
境
で
、
国
内
外
の
顧
客
や
研
究
者

の
視
察
も
多
く
、
営
業
面
で
の
効
果

も
計
り
知
れ
ま
せ
ん
」
と
松
田
社
長
。

　
世
界
80
カ
国
以
上
の
医
療
現
場
で

利
用
さ
れ
る
ア
ー
ク
レ
イ
製
品
。「
不

撓
不
屈
」
の
企
業
理
念
の
も
と
、
検

査
を
『
簡
便
に
』『
速
く
』、
機
器
を

『
小
さ
く
』
と
製
品
開
発
に
余
念
が

あ
り
ま
せ
ん
。
松
田
社
長
は
、「
長

年
に
わ
た
り
糖
尿
病
検
査
で
培
っ
た

技
術
を
水
平
展
開
し
、
オ
ー
ラ
ル
ケ

ア
分
野
や
ペ
ッ
ト
向
け
検
査
装
置
な

ど
新
た
な
市
場
を
開
拓
し
て
い
ま
す
。

『
糖
尿
病
だ
け
で
な
く
生
活
習
慣
病

の
ア
ー
ク
レ
イ
』
と
認
知
さ
れ
る
よ

う
、
事
業
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
今
後
の
展
開
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

アークレイ株式会社
代表者／松田  猛 
住　所／中京区烏丸通四条上ル笋町689京都御幸ビル10F
TEL／ 050-5527-9301
URL／ http://www.arkray.co.jp/
事業内容／臨床検査機器・体外診断用医薬品（開）（製）（販）

松田社長にショールームをご案内いただきました

会頭のひとこと

本
所
は
昨
年
新
た
に「
京
商
ビ
ジ
ョ
ン
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」を
策
定
し
、多
様
な
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
が
一
層
集
積
す
る「
知

恵
産
業
の
森
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。今
回
、徹
底
し
た
顧
客
視
点
で
企
業
価
値
を
高
め
る
２
社
を
訪
問
し
、成

長
の
秘
訣
を
伺
い
ま
し
た
。

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
45

会
頭
立
石
の

よ
う

す
い
え
ん

自社の強みを具体化
　創業以来、独自に培ってきた手捺染技術を使って、京都では行われて
いない傘素材の染色加工を手がけてきました。安価な商品が世の中に
あふれ、これまでの流通構造が大きく変化する中、手捺染ならではのき
め細やかで深みのある発色を生かし、立命館大学との産学連携でユ
ニークな錯視柄や古友禅柄の傘を開発。単なる加工業からの脱却を目
指して取り組みを進めています。
　京商を訪ねたのは、昨年4月のこと。私たちの商品や技術を市場に発
信していくためには何をすればいいのか相談したいと思ったのがきっか
けです。単に販路開拓についてだけでなく、「知恵ビジネスプランコンテ
スト」への挑戦や「事業計画書」の作成など、当社の強みの掘り起こしに
つながる二人三脚の支援を通じて、将来のビジョンが明確になりました。

バイヤーの意見を商品開発に生かす
　今年2月に開催された「京都知恵産業フェア」では、首都圏の様々なバ
イヤーとの情報交換を通して、市場で今どんな商品が求められているか
を知ることができました。私たちの商品は高い評価をいただいた一方、
たくさんの京都の逸品が並ぶ中で、当社ならではの手捺染の価値をお
客様にどう伝えていくのか、今後の課題発見につながる有意義な展示会
だったと思います。
　現在は、補助金制度を活用して、傘の裏側に生地を張る「二重張りの
傘」を開発しています。展示会でも好評を得たもので、見た目の美しさは
もちろん、表地と裏地の間に空間を作ることで、暑さを和らげる効果が
生まれるなど、デザイン性と機能性を兼ね備えているのが特徴です。後
継者不足で失われつつある手捺染の技術を守るため、これからも私た
ちがその魅力を現代のライフスタイルに合わせた形で提供していきた
いと考えています。

企 業 概 要

有限会社鷲野染工場
代表者／鷲野 誠一
住　所／京都市左京区一乗寺大新開町43
TEL ／075-721-5611　URL ／ washino-print.com/

手捺染による独自のハイメッシュスクリーンを使って、オートスクリーン
やインクジェットプリンターでは難しい高精細で多彩な染色加工を行っ
ている。立命館大学との産学連携をはじめ、竹や組ひもを取り扱う異
業種の企業とのコラボで、世の中にないオンリーワンの晴雨傘を開
発。また、バッグやポーチ、ペンケースなどオリジナルグッズの企画・製
造・販売も手がけている。

５5人の経営支援員は地域の小規模・中小企業の経営改善と持続的発展に向
け、支援を行っています。経営者とのコミュニケーションをしっかりと取りな
がら、課題の解決とさらなる発展に向けた支援活動を展開中。

経営支援員と二人三脚

傘に広がる
手捺染の美

　私たちの手捺染の技術をさらに磨き高め、独自
の「鷲野クオリティ」を確立することで、従来のプロ
ダクトアウトではなく、マーケットインのものづくりを
進めていきたいと考えています。テキスタイルコン
バーターとして、傘以外の分野でも、当社の強みを
生かしていきたいですね。

代表の鷲野 誠一さん

販路開拓支援
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